
日本の社会的養護の現状 （ 令和6年8月現在 ）

社会的に養護されている子どもの数 ─ 約42,000人  里親登録数 ─ 15,607世帯
ファミリーホーム数 ─ 446か所　　　里親家庭で暮らしている子どもの数  ─ 6,080人 

Vol.13 2024年12月発行



H2Oサンタはこども支援を
テーマに地域社会にチャリ
ティー文化を創造することを
目的に活動しています。こど
も支援に関わる有意義な活
動をされている社会貢献団

体の活動内容を広く多くの方に知っていただき、団体の認知向上
と募金集めのお手伝いを行っています。様々な場面で日本こども
支援協会様の取組みをご紹介させていただいていますが、イベン
トの度に多くの方から共感のお声を頂戴し、チャリティーの輪が
広がり、こどもたちの明るい未来につながっていると実感する機
会が多いため、継続的にお手伝いをしています。

H2Oサンタさんは、阪急・阪神百貨店、イズミヤ、阪急オアシス、関西
スーパー、デイリーカナートをはじめとするH2Oリテイリンググループの
社会貢献団体です。こども支援をテーマに、地域社会にチャリティーの
文化を創造することを目的に活動されています。

一般財団法人 H2Oサンタ
チャリティー活動報告VOL.25にご掲載していただきました

致知　大塚芳紘 様との対談

一般財団法人Ｈ2Ｏサンタ
事務局長 外間孝次 様より

日本こども支援協会も出展させていただきます。

日本こども支援協会は 2/19 ～ 2/21 の出展です。

こども支援に取り組む社会貢献団体を紹介する

第20回H2Oサンタ
NPOフェスティバル

2月19日（水）～2月24日（月・祝）
2025年

※最終日は17時閉場
場所：阪急うめだ本店9階 祝祭広場

メディア関連

こちらのPDFから
記事が読めます

一般財団法人チャイルドライフサポートとくしま
理事長　大塚 芳紘 様との対談記事をご掲載していただきました。
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　日頃は活動を支えてくださりありがとうございます。今年度も様々な施策を行うことが出来ました。
『10月4日は里親の日 全国一斉里親制度啓発キャンペーン』『ORANGE WALK』といった全国規模の大
きなキャンペーンやイベントの他に、オンラインセミナー講演会やオンライン里親会の活動についても丁
寧に活動報告にありますので目を通していただけますと幸いです。
　皆様よりいただきましたご支援で子ども達の人生に直結する活動を行っております。この子たちがこれ
からどんな人生になるのか。生まれた環境は恵まれなかったかもしれないけれど、そこから地域や社会の
支えによって、可能性を潰されない人生であって欲しいなと心から思い、願っています。
　私たちも “かつては子ども” でした。大人になるまで、様々なターニングポイントがありましたよね。
私の家庭は両親が離婚し、4歳の時に母はシングルマザーとなりました。0歳の妹を抱えての再出発で
す。きっとそれから必死に生きてきたのだろうなと思います。しかし、生活する為に昼も夜も働いていた
母。子どもの時には「綺麗な洋服も新品の文房具もいらないから、もっとお母さんと一緒にいたい」そう
思いながらラップされたご飯を食べていました。そうしているうちに無理が祟り、身体を壊してしまった
母はしばらくの間、仕事に行けない時期がありました。母は必死だったかもしれないけど私はあの時期が

至福の時でした。家に帰ると、母がいる。それが本当に嬉しかった。私にとって、「モノが足りない」という事は、人生にそう大きな影響を与える事
は無かった。けれど『母がいない』のは、生きる希望を失う。母がいてくれたから、頑張る事が出来た。生きて来れた。
　1年に親からの暴力や放置により亡くなる子どもは50人〜60人。1年に経済的な理由などで親が生きる希望を無くし無理心中を謀った事により
亡くなる子どもが50人〜60人。自ら自死を選んで亡くなる子どもが500人以上… かつては、私たちも子どもだった。様々な時間を超えて、いまを
生きている。苦い味も、喜びの味も、感謝の心も持てるのは、生きてきたからこそ、だ。かつて子どもだった大人が、時を経て「いま苦境にいるこども
達」を支えていけたら、と思います。感謝の気持ちを込め、引き続きのサポートをどうぞお願い申し上げます。

ご挨拶 代表理事 岩朝 しのぶ

役　員

協会のVision 協会のMission

すべての子どもに家庭を 里親制度の普及・里親支援を通して
すべての子どもを守る

岩 朝  し の ぶ代表理事

佐 々 木  利 記監事

理事
相 澤 　 仁 （大分大学福祉健康学部 教授）

（大阪公立大学 現代システム科学研究科教授）
（大阪市里親会 会長）
（瑞輪山 香雲寺 住職 ）
（株式会社イーストブロー 代表取締役）

副代表理事
伊 藤  嘉 余 子
梅 原  啓 次
三 代  徹 正

役 員

FM大阪

※スマートフォンから無料アプリ
「AuDee（オーディー）」で検索

※スマートフォンから無料アプリ
「AuDee（オーディー）」で検索

毎週日曜日  あさ 6：15 から 〈ナレーション〉 ユージ

テーマソング

「愛のかけら」

作詞作曲：中原実優
唄：rin

里親ラジオドラマこどもてらす ～To Zero for Children～

「FM大阪『こどもてらす』」で検索

まずは「知る」ことに注目

DJ 大塚 由美さん
岩朝しのぶ

「HELLO, ONE LOVE～ひかりとみらい～」

里親の暮らしを身近に
感じてもらうラジオドラマ

〈声優〉神尾晋一郎、赤﨑千夏、
熊谷ニーナ、青山桐子、
幸田夏穂、奥友沙絢

『かつて子どもだった大人』

Photo 寺尾公郊



里親支援（里親を支える）里親啓発（里親を広める）

オンライン里親サロン

里親保険

弁護士・心理士個別相談

オンライン里親セミナー

里親ガイドブック

映画上映・Zoom助成

ONE LOVE
オンライン里親会
公式LINE

お友達追加を
お願いいたし
ます！

里親制度は、様々な事情により養育できない親の代わりに一定期間、家庭内で子どもを託され養育する制度で、
暴力や貧困の影響を受けた子どもの愛着形成、トラウマケアをする大変大切な役割を担っています。

実の親の元から児童相談所に保護され、4歳から里親家庭で暮らす現在17歳のKちゃんに
里親家庭での暮らしについてインタビューさせていただきました。

里親制度の認知度がまだ低く、里親の数が不足しているた
め、より多くの子どもたちが施設での生活を余儀なくされてい
ます。このため、里親制度の推進と支援体制の強化が必要です。

国は令和11年度までに、乳幼児の里親等委託率を75%以上、学童期以
降の委託率を50%以上に引き上げることを目標として設定しており、各
自治体にはこれらの目標を達成するために具体的な計画を策定し、体
制整備を進めることが求められています。

こども家庭庁支援局家庭福祉課　小松秀夫 氏

　毎週土曜日のオンラインサロンでは和やかに
お喋りしている様に見えてとにかく情報(最新情
報！)が盛りだくさんでありがたいです。各地域の
里親会事情や諸問題への対処法など、皆さんの
経験と豊富な知識を伺いいつも大変勉強になっ
ております。なにより同じ様に苦労したり幸福を
感じたり…全国に仲間が居ると思える事が一番
の励みになります。

星槎大学客員研究員 大澤理恵 氏の里子受け入れの際に実
子から求める「インフォームド・アセント」に関する研究のイ
ンタビュー調査に協力させていただきました。

　全国の里親さんと繋がることができました。ま
た、情報交換ができます。県によって違うなぁと思
います。里子ちゃんの養育で困った時に、先輩里
親さんからアドバイスをいただいたり、話を聴いて
もらって気持ちが楽になりました。残念ながら地
元の里親さんとつながりがありません。里親会の
組織がしっかり運営されてなかったからだと思い
ます。オンラインで知り合った里親さんたちに親
近感を感じます。無料の里親賠償保険も大変あり
がたいです。

（星槎大学客員研究員　大澤理恵氏より　一部抜粋）
里子を受け入れるとき、里親家庭に実子がいる場合が少
なくありません。実子のいるONE LOVE会員様にご協力
をいただき、実子への説明と同意のガイド「インフォーム
ド・アセント・ガイド」を本年3月末に作成しました。調査
では里親が実子のために最善を尽くそうとしている姿を
見ることができました。本ガイドが里親の皆様のお役に
立てることを願っております。

里親さんの声
里子を受け入れる際の、実子への

「インフォームド・アセント・ガイド」が完成！

こちらから
PDFを読むことが
できます。

Q : 小さい頃の自分を振り返って、どんな子どもだったと思いますか？

　めんどくさくて手のかかる問題児っていうよりも野生動物って言った方があってるような子だったと思い

ます。教室から脱走したり喧嘩したり、ほぼ毎日学校から家に電話がかかってきて、嘘ついたりとママにし

んどい思いさせていてごめんなさいと思います。できるのなら小さい頃に戻ってやり直したいと思います。

Q : 家族の思い出で特に印象に残っていることは何ですか？

　小学校の頃、誕生日にレストランでフランスパンを食べた時に歯が抜けたことです！私は 「誕生日に歯が抜

けるなんて最悪だ～！」 と号泣しました。その隣でママとパパが 「いい誕生日になったじゃん、忘れられない誕生

日だね～」 って言ってるのを聞いてもっと泣いたのが、今となっては本当に忘れられない面白い思い出になりまし

た！あとは､ママとイチゴ狩りに行って帰り道歩いてると私がいきなり吐いたことです。ショックで泣きましたが、

それもいい思い出です。そして､ママがその吐いたのを手でキャッチしたのでママってすごいなと思いました。

Q : 「そろそろ血が繋がってきたような気がする」と言われたエピソードがありますが
どのようなシチュエーションでそう思ったのですか？

私は､小学生の時にママやパパと喋って一緒にご飯を食べておやすみって言ったりするそんな日々 をふと振り

返った時に私たちって家族なんだな～って思いそろそろ血が繋がってるんじゃない？っと言いました。　

　高校生になって､ライフストーリーワークをして､私がママの元にくる前のことや生みの親のことを知り､正直､

残念な気持ちや悲しい気持ちなどもありましたが、私にはママとパパがいて私を一番に考えて理解してくれるの

で傷つくことはありませんでした。そして､ライフストーリーワークをやって改めて思ったのは家族に

なるのに血が繋がってる繋がってないは関係なく、血が繋がってなくても家族になれるんだなと

心から思いました。

初めて会ったKちゃんは、やせ細り、力のない目をしていて、どんな環境が彼女をそ
うさせたのかと衝撃を受けました。しかし、会うたびに元気に変わっていく姿に親戚
のおばちゃんのような気持ちで接していました。高校生になったKちゃんに自分がミ
スをして「私のこういうところがダメなんだよね」と愚痴を聞いてもらった時「あっこ
ちゃんは全然ダメじゃないよ」ときっぱり励まされ、私の良いところをたくさん伝え
てくれました。暮らしの中で経験してきた「愛し愛される」「信頼し信頼される」関係
と、里親の揺るがぬ支えが彼女の今の優しさにつながっているのだと感じます。

Kちゃんの親戚のおばちゃん（気分）のインタビュアー大西敦子より

続きはWEBで。

こども家庭庁
里親セミナー
に登壇
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【数字でみる児童虐待問題】

ORANGE WALK 2023 開催

「児童虐待のない社会のために 私たちは、歩く」のコンセプトのもと、11月の児童虐待防止推進月間中、
児童虐待問題に取り組む団体と連携し、ウォーキングイベントを開催いたしました。

2023年ORANGEWALK参加団体 （13団体）
◎一般社団法人たすけあい　◎特定非営利活動法人バディチーム
◎子ども虐待防止オレンジリボンたすきリレー実行委員会
◎一般社団法人 青少年養育支援センター 陽氣会　◎特定非営利活動法人児童虐待防止協会
◎特定非営利活動法人3keys　◎特定非営利活動法人CAPセンター・JAPAN
◎一般社団法人merry attic　◎特定非営利活動法人フローレンス
◎特定非営利活動法人ホームスタート・ジャパン　◎特定非営利活動法人ブリッジフォースマイル
◎特定非営利活動法人日本こども支援協会　◎特定非営利活動法人かものはしプロジェクト

［参加費無料のマッチング寄付］

［特別協賛スポンサー］

［冠スポンサー］

［運営パートナー］

［主催］ ［共催］

［シルバースポンサー］ ［ブロンズスポンサー］

スポンサーからのマッチング寄付により、皆さんの参加や歩いた歩数に応じて
子ども支援や子育て支援を行う団体へ寄付を行います。

一般社団法人 JIN LUCKサポーターズ

※ 厚生労働省. 令和3年度 児童相談所での児童虐待相談対応件数（速報値）. 2022
※ 警視庁 令和3年の犯罪情勢.2023

ORANGEWALKを国内最大の児童虐待予防アクションに

児童虐待の現状

虐待防止キャンペーンの認知度

参加総数 35,423人、 総歩数 7,307,772,117歩

虐待のない社会のために
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岩朝　食品卸事業を経営されている吉川さんが日本こども支援協会に興
味を持ってくださったきっかけについてお聞かせください。

吉川　私は沖縄のうるま市の福祉事業児童協会20カ所に冷凍食品を寄付
してきました。始めた時の子ど達の喜びの反応が想像を超え、ますますや

る気になりました。そして岩朝さんに出会い里親の仕組みを知り、知ったか

らには自分が何かやらなければならない。それは運命なのだろうと思いま

した。

岩朝　その気持はどこから湧き起こったのでしょうか。
吉川　2018年頃、フィリピンの小さな町の小学校に毎年お弁当を1日だけ
寄付していました。毎日ご飯も出ないし学費も払えないので家にいて何に

もしない。でもその子たちは生き生きとした力強い目をしていました。帰国

して日本の子ども達の脱力感を見た時に「まずは日本の子どもをどうにか

しなければいけない」という感覚が芽生え、そこから岩朝さんとお会いさ

せて頂いて「こういう団体と自分たちが手と手を取り合うことで自分たちの

やりたい事が実現できる」と気づき、やる気が100％になりました。

岩朝　マッキンゼーが調査した「複数ある子どもの課題や支援の中でどこ
に注力したら一番効果的か」（※1）という調査の結果は、「里親制度の充実」

でした。その時「私たちがやってきたことに間違いは無かったんだ」と認識

し有効性を感じました。

吉川　産んだ限りは親としての責任があると思う一方で、ネグレクトや育児
放棄の背景には金銭面や環境の問題があります。「これ以上子どもを育て

られない」となった時にもっと日本が寛大である必要があります。親が子を

成人するまで育て上げないといけない」という強制力があまりにも強すぎ

るのでしょう。でも子どもにとってその親が育児放棄するような人であると

認識することは難しいですよね。

岩朝　その親自身も、かつて似たような環境下で育ち「親というのはそうい
うものだ」と思い込んでいる場合が多くありますね。本来5歳の時点で身に

つけるはずの安心感や協調性、共感、共有の力を獲得できないまま大人に

なってしまうと、外見こそ大人でも、中身は5歳児のまま。その後、大人にな

るまでに様々な情報は得られるので一定の会話はできますが、根本的な発

達段階を踏めていないのです。

吉川　5歳の人に責任を押し付けることが問題なんですよね。自分たちはい
ろいろな団体に直接自分たちの力で支援してきました。そのときは「対象者

と直接意思疎通ができれば、法律や許可・認可など要らない」と思っていま

した。しかし、岩朝さんにお会いして「それはだめだ」と気づかされました。何

故なら、ルールや根拠も科学的裏付けが無いまま感情だけで動いても根本

的な救いにはならない。「日本という国の根っこを変えなければ、表面をなぞ

るだけになってしまう」と。

岩朝　でも人の温かみに触れる事も大切です。確かに人はリソースの分散原
因になってしまっている部分があります。みんなで一丸となってやった方が

もっと突き進めるのにそれぞれやりたいことをやってるから分散してしまっ

ているなと思う一方で、でもいろんなことがあってもいいとも思います。

吉川　同時多発的に起きてそれが底上げになったら良いという事ですよね。
岩朝　はい、日本全体を見据えて進展させていくわけですが、この子だけ
とか、この家族だけとかでも良いです。点も、面もあって同時でやっていか

ないと難しいです。この面になりましょうっていう事例の1つが「ＯＲＡＮＧＥ

WALK」です。里親の啓発だけはなくシングルや病気を抱えながら頑張って

いるお母さんに「あ、預けられるんだ」って里親制度を知って欲しいのです。

吉川　岩朝さんはメッセンジャーの役割をし続けるということでしょうか。
岩朝　認知度を上げるだけでは無く、里親を継続させるための「里親支援」
も行っています。マッキンゼーの調査でも、里親が増えない理由の一つがサ

ポート不足でした。これまで里親の声を政策提言に反映させる機関は無く、

全国的な里親同士のネットワークもありませんでした。でも今は、全国で稼

働中の里親のうち約5分の1である1000人と日本こども支援協会がオンライ

ンでつながっています。緊急ニュースの共有や災害時の安否確認、全国から

必要物資を呼びかけて届けることも可能になりました。

吉川　私の考え方では「100年かかったとしても目標を達成するんだ」という
志を持つことが大事だと思っています。やり方を間違えている個人の意見は

些末なことで、私としては岩朝さんには「私が14年間積み上げてきたものを、

何を否定するんだ」というぐらいの誇りを持って欲しいです。誰よりも積み上

げてきて、誰よりも思ってきたわけですから。やはりそこの思いに私は惚れた

部分もあるのかもしれないです。できる限りは何かやりたいです。

岩朝　ありがとうございます。今後、日本こども支援協会がどのような姿に
なっていくと良いとお考えでしょうか。

吉川　日本こども支援協会が決めたことを、実行できるようにお手伝いした
いですね。私は事業を好きか嫌いかで決めています。好きな人のためなら一

生懸命頑張れます。だから最高責任者である岩朝さんが決めたことに対し

て、私は全力で応援したいと思っています。

岩朝　これ以上ない応援コメントをありがとうございます。

支援との出会いも運命
対談シリーズ

株式会社バントウ　代表取締役社長 吉川 炫舜（よしかわ げんしゅん）さん

協会を支えてくださる方 と々岩朝の対談です。第7回

※1「社会で子どもを 育てる」「潜在里親目線での 里親リクルート 実現のために」（ McKinsey & Company）

認定NPO法人になりました！

法人向け税制優遇
特別損金算入限度額が活用できます

認定NPO法人へのご寄付は、通常NPOより損金算入限度額が約
3倍以上になる、特別損金算入限度額が活用できるため、寄付を
100％経費計上できる可能性が高まります。

個人向け税制優遇
所得税還付や相続財産の

非課税措置などが受けられます。

2024年2月28日以降のご寄付は、所得税の税制優遇の対象にな
るため、確定申告によって所得税の還付（寄付した金額の最大約5
割が手元に戻ってきます）が受けられます。

◎相続財産の一部を日本こども支援協会に寄付することで
　非課税になります

◎遺言書に記載することで大切な資産の使い道を限定
　できます

損金算入
シュミレーション

サイト

還付金の詳細は、顧問税理士さん等にお尋ねください。

◎所得税に関する税制優遇
　確定申告により最大約5割の還付が受けられます

詳しい内容に
ついては

ホームページで
ご確認ください！

認定NPO法人は、厳しい監査を経て、所轄庁より会計や情報公開の体制が
適切であると認可を受けて取得できる法人格です（全国のNPOのうち、認定
NPO法人は約2.5％）。これにより、今後の日本こども支援協会へのご寄付は、

個人、法人ともに税制優遇が受けられるようになります。

認定NPO法人格取得に対する代表の思いや、税制優遇の詳細について
HPでご案内しておりますので、ぜひ、下記QRより合わせてご覧ください！

2024年2月

税制優遇のご案内
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令和5年5月1日から令和6年4月30日まで2023年度 活動計算書

2024年
12月14日現在

2024年
12月

「寄付里親」に、なる。

ボランティア活動に参加したきっかけ
で「日本こども支援協会」のことを知り
ました。そして活動内容を拝見して、素
晴らしい活動をしていると思ったので
寄付させていただいています。

日本こども支援協会とのお付き合いは10年以上にな
ります。施設にいる子どもさんの支援や、児童虐待予
防に真摯に取り組んでいることにいつも励まされ
ています。私たちも法人として少しでもお力になれ
ればと、日本こども支援協会を応援できることが
モチベーションのひとつになっています。子どもた
ちの未来が明るいものになるよう、これからも応
援しています！

恥ずかしながら初耳でした。世の中
には助けが必要としている方はた
くさんいらっしゃるので、私が関わ
れるのは本当僅かで微力でしかあ
りませんが、未来を担う子ども達の
為に少しでもというほん
と気持ちだけのサポー
トですが、宜しくお願い
致します。ありがとうご
ざいます。

少額ですが、応援したいと思いま
す。私も若い時から母子家庭で
した。苦しくてつらい時期もあり
ました。

すべての子どもが適切な環境
で養育されることを望みます。
そこに血縁は関係ありません。

《 わたしたちが寄付里親になった理由 》
たくさんの方が想いに共感くださり、寄付里親として活動を始めてくださいました！

ご寄付の際のコメントに
「今は里親になることは出来ないけれど、子どもたちの為に何かしたかった」

という言葉を多くいただいていました。

私たちの活動を毎月、経済的に支えてくださる方を
【寄付里親】とお呼びすることにしました。

寄付里親として里親の子育てを支援することは
子どもたちの未来を守ること、日本の未来をつくることにつながります。

愛のバトンを次世代へ
寄付里親の登録はコチラから

法人
会員

個人
会員

科 目
金額（単位:円）

前年度 今年度

経常収益

経常収益計

経常費用

経常費用合計

当期計上増減額

経常外収益・費用

税引前登記正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

受取会費

受取寄付金

受取助成金等

事業収益

その他の収益

(1)事業費

　給料手当/法定福利費

　福利厚生費

　旅費交通費

　消耗品費

　地代家賃

　通信費

　システム利用料

　業務委託料

　広告宣伝費

　支払手数料

　減価償却費

　支払寄付金・給付金等

　講師料

　その他

事業費合計

(2)管理費

　給料手当/法定福利費

　その他

管理費合計

2,732,000 

33,854,903 

5,368,000 

10,465,694 

45,121 

52,465,718 

13,873,962 

0 

3,985,635 

154,332 

752,627 

436,894 

2,264,309 

4,804,467 

10,922,662 

2,012,827 

1,665,078 

6,599,971 

440,000 

1,887,655 

49,800,419 

4,511,994 

4,763,912 

9,275,906 

59,076,325 

(6,610,607)

0 

(6,610,607)

65,700 

(6,676,307)

38,088,338 

31,412,031 

2,578,000 

52,636,697 

2,000,000 

2,160,000 

112,632 

59,487,329 

19,016,295 

0 

3,649,551 

272,042 

396,000 

116,345 

2,668,981 

12,085,422 

11,981,888 

782,086 

1,634,880 

5,913,823 

300,000 

3,236,557 

62,053,870 

4,104,202 

5,983,135 

10,087,337 

72,141,207 

(12,653,878)

0 

(12,653,878)

70,000 

(12,723,878)

31,412,031 

18,688,153 

この活動計算書は会計帳簿の記載金額と一致し、
認定特定非営利活動法人日本こども支援協会の収支を

正しく示していることを認めます。
監事　佐々木 利記

A

B

C

1

2

3

4

5

6

1

7

A
受取寄付金
前年度比約1,870万円の増収となっております。内約1,470万円が定期的なご寄
付です。月額寄付の皆様と多くの企業様、沢山の方々に支えていただきました。 

1
給料手当/法定福利費
人件費は昨年度に比べ増加しております。職員を増員しました。限られた人数
の中で全国規模の活動を維持・拡大し、これからも効果的な運営を目指してま
いります。

4
広告宣伝費
里親制度啓発、虐待防止などに関する動画をプロ集団のボランティアによりハ
イクオリティ動画を制作することができました。その他、10/4里親の日、ONE 
LOVEキャンペーン、ORANGE WALKも拡大しました。   

3
業務委託費
前年度に比べ増加しています。コミュニケーションのプロに期間限定で参画い
ただき、様々な施策を考えました。（現時点では契約終了)   

C
事業収益
MORE JOBS BETTER LIVES様、銭家様よりORANGE WALKの協賛金を
いただきました。   

2
地代家賃
大阪市中央区から天王寺区に引越を行い、当代表が務めます「明日へのチカラ」
と共同事業所となった為、費用減となっております。   

5
支払寄付金・給付金等
里親支援給付金としてZoom年間利用料金の助成、ORANGE WALKに参加
した11団体に寄付を分配しました。

B 受取助成金等
大阪府共同募金会様よりORANGE WALKの助成金をいただきました。

6
講師料
毎月、会員様向けに行っているオンライン里親セミナーの講師料です。専門家
の方をゲストに迎え皆様に有益な知識や情報を提供しています。 

7
次期繰越正味財産額

◆ 活動を数字で見る （2023年5月～2024年4月）

今年度は ”もっと活動を拡大して、より大きなインパクトを出す事で1人でも多
く、1日でも早く、子ども達の人生を支えていきたい” と思う一方で資金が足り
ず、大変苦しい運営となっていました。しかし、人がいないと活動も出来ず、管
理も出来ないのでスタッフを増員しながら認定NPO法人の取得へと繋げてい
きました。来年度は里親制度の認知度を測り、外部の方々の力もお借りしなが
ら『周知・支援・予防』を絞り込んで活動していきたいと思います。  

全国一斉
里親制度

・チラシ枚数 50,000枚
・参加団体 75団体
・配布地域 116箇所

・58回

・ 230 回 5,383人

・ 34 回 3,855人

・785,779PV

・ X
 9,981,306 imp　
 54,044 いいね！

・ Facebook
 441,727リーチ
 56,359アクセス

ラジオ出演

Webサイト

里親サロン

里親セミナー

SNS

広める
（年間）

（累計）
支える

（株）sorairo 深谷 美穂 様より

子どもが大好きで,自分自
身シングルマザーの母に愛
情いっぱいに育ててもらっ
たので,恩送りのつもりで
寄付させていただきます。
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ご支援くださっている企業さま
Special Thanks

発 行

［ 会報デザイン ］ 福岡 ひとみ

株式会社つばさ資産パートナーズ 株式会社MEDICIO 株式会社サンテックビオズ
ダイナメディックジャパン株式会社 株式会社イーストブロー 株式会社ライズ
シャッフル株式会社 株式会社sorairo 株式会社ピュアモノローグ
合資会社ＰＣラーニング NPO法人あいち子育て支援プログラム研究会
株式会社ユウミ 有限会社Net.MakersOnline 株式会社ジェイ・スタイル
株式会社フレスコ 株式会社トイント 株式会社フレスコ
株式会社Ｔ.ステージ 一般財団法人児童虐待防止機構 ゴールデンラビットビール
タイムレスジャパン株式会社 株式会社ピコラボ 日本キャスタブル工業株式会社

山昌興産 株式会社

日本こども支援協会
認定NPO法人

https://npojcsa.com

【 Tel 】【 E-mail 】  pr@npojcsa.com
〒543 - 0002 大阪市天王寺区上汐3丁目2番16号 アリビオ上本町502

０６-４３９２-７８９０

一般財団法人日本社会支援財団

MIRARTHアセットマネジメント株式会社

株式会社安田造船所


